
八千代エンジニヤリング株式会社は、国民共有の財産である水資源の保全、水資源の重
要性の啓発に賛同し、官民連携啓発プロジェクト「Water Project」に参画しています。
Water Project webサイト https://www.eeel.go.jp/water-project/

湧水の集水域と地下水の流れ３

受託者：八千代エンジニヤリング株式会社

湧水の源となる浅い地下水は、市内や市外の降水が浸透し、地下の砂礫層を流れてきます（図６）。その集水域

は、郷土文化館下の湧水と谷保天満宮常磐の清水は市内に収まるものの、ママ下湧水は市外に及ぶと推定されます。

SUMMARY

・国立市の主要３湧水の湧出機構や地下水涵養量を評価するため、水収支解析、集水域
検討、流線の可視化をおこなった。

①国立市の地下水涵養量は、人口増加前（大正時代）に比べ、約６６％減少している

②国立市の地下水は東または南に流下し、主要３湧水を含む崖線にて湧き出す

③湧水の集水域は基本的に市内に収まるが、ママ下湧水の集水域は市外に及ぶ

・主に郷土文化館下の湧水の保全に向けた効果的な地下水涵養施策を検討した。

④平成初め頃の湧水環境を理想とし、取るべき施策をハード・ソフト両面から挙げた

⑤水と人の好循環を推進するため、行政・事業者・市民の取るべき方向性を示した

⑥好循環の第一歩として、郷土文化館下の湧水を知ることが重要である

2019年1月

ママ下湧水

図6 国立市および上流からの地下水の流れと主要３湧水の位置関係
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（地下水の流れは地下水位等高線と現地の湧出点を踏まえ作図した）

地下水涵養施策４
施策は平成初め頃の湧水環境を理想とし、取るべき施策をハード・ソフト面から検討しました（図７）。施策は

集水域で行うことを基本とするものの、季節毎の地下水位分布の変化により集水域は変わるため、国立市全域で取

り組む必要があります。

ソフト
対策

・透水性舗装
・透水池
・地表面の緑地化
・雨水浸透側溝
・集水枡の浸透加工
・浸透井戸からの涵養
・表流水の導水・浸透

ハード
対策

【現状把握】
・湧出量モニタリング
・雨水浸透施設台帳化
・上記のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
【認知の創出と向上】
・教育機関との連携
・イベント開催
・ＰＲ媒体作成

図７ 施策一覧 図８ 水と人の好循環

①実態調査
②目標設定
③涵養施策検討
④関係者協働方策検討
⑤復活計画策定

復活計画策定
に向けた取組

（まず「知る」こと）

行政のみで行うには、実現性と持続性の観点から限界があります。恵ま

れた水環境の証である【湧水の価値】を知り、水と人の好循環（図８）

を目指すべく、まずは郷土文化館下の湧水を知ることが重要です。郷土

文化館下の湧水復活計画（仮）を策定し、復活させていく必要がありま

す（図９）。

図９ 復活計画に向けた取組



0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

T6-T13 S19-S29 H3-H4 H19 H29

推定年間かん養量
千m3/year

図化する時期は以下でどうか

図化時期
①大正１０年
②昭和３２年
③昭和４９年
④平成１９年
⑤平成２９年

旧版地形図の測量年は以下のとおり

昭和54年
昭和59年
平成元年
平成6年
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国立市の人口変化

出典：

大正９年～平成１７年：東京都の統計 第２表 人口

（http://www.toukei.metro.tokyo.jp/tjinko/2009/to-data.htm）

平成１８年～平成２９年：統計くにたち
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水循環基本法が施行され（H26.7）、このなかで水は「国民共有の貴重な財産であり、公共性の高い

ものである」と位置づけられました。また、水循環基本計画が施行され（H27.7）、流域の関係者

（行政、事業者、住民）が、健全な水循環が維持又は回復されるよう、水循環に関する施策を総合的

かつ一体的に推進することとなりました。

恵まれた水環境を有する国立市では、水循環基本法の

施行前から、望ましい水環境の形成を図るため、水循

環にかかわる現状や課題の把握、推進施策整理などの

水環境保全施策の展開を行ってきました。

今回、国立市水循環基本計画が示した９つの基本目標

の１つ【雨水浸透と地下水の保全】を推進するため、

市特有の湧水環境（図1）を基礎調査し、市内に位置す

る３つの湧水（ママ下湧水、郷土文化館下の湧水、谷

保天満宮常磐の清水）に対する効果的な地下水涵養施

策立案に資する解析･検討を実施しました。

国立市における地下水涵養量の変化２
国立市は戦後の爆発的な人口増加（図２）に伴い、緑地や畑地といった浸透性の高い土地が大幅に減

りました。この影響を定量化するため、古い地図や東京都による土地利用調査結果を活用し10ｍメッ

シュの土地利用に基づき、市域他における地下水涵養量（図３）変化を算出しました（図４、図５）。

その減少率は、人口増加前後で66%に達します。
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図１ 国立市の湧水環境概念

図２ 国立市の人口変化 図３ 降水の行方と地下水涵養
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図５ 土地利用と地下水涵養量の分布（左：土地利用 右：地下水涵養量）図４ 土地利用と地下水涵養量の変化（左：土地利用 右：地下水涵養量）
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